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１．はじめに

膜翅（ハチ）目アリ科フタフシアリ亜科の 1属で

あるカドフシアリ属（Myrmecina）は，1829年に

CurtisによってMyrmecina latreilliiを模式種として

創設された１）。本属の種は中型で，特徴として頭部

腹側面を縦走する左右一対の隆起縁と，後部の丘部

を欠く円筒状の腹柄節をもつ (Figure 1)。これらの

特徴に加え，触角第 3節が縮小することがカドフシ

アリ属の固有派生形質であり，本属は単系統群であ

るとされる２）。

カドフシアリ属の種は，エチオピア区，新熱帯区

を除く世界中から 51種と 1亜種が記載されている 

(Table 1)。このうち，34の種・亜種は東アジア，南

アジア，東南アジア，ニューギニア，南太平洋の島々

から記録されている。また，この地域には，未記載

種が少なくとも 48種生息していることを確認してい

る（未発表）。このことは，ヨーロッパ，アフリカ，

南北アメリカ，オーストラリアに比べ，アジア地域

の種多様性が最も高いことを示している。しかし，

本属に関するこれまでの分類学的研究は，断片的な

新種記載，限られた標本に基づく狭い地域のアリ相

を扱ったもの（例えば，日本３），４），ボルネオ５），ス

マトラ６），ニューギニア７）８），オーストラリア９））が

ほとんどであった。

アリ類に関して，アジア地域，特に東南アジアに

おける種の記載は，今も江口や山根らによって精力

的になされているが，まだ未記載種が多く残されて

いる。そのため，生物地理学的研究も，山根など 10）

ごくわずかしかなく，ある地域の種数がどのくらい

で，それぞれの種がどこに生息しているか，解明さ

れていない点も多い。カドフシアリ属についても例

外ではなく，これまで包括的に生物地理を論じられ

たことがない。そこで，本論文では，アジア地域に

生息する本属の種・亜種の分布情報を整理し，本属

の分布特性を明らかにすることを目的とした。

 

Figure 1  Myrmecina flava. a, full-face view; b, profile.
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材料と方法

本研究では，未記載種を含む，アジア地域に生息

する 82種・亜種を対象とした。既知種では，Tabel 

1にゴシック体・太字で示された種・亜種が対象と

なる。このうち，下記の 2種についても他の種と同

様に扱ったが，その所属と分布に問題が残されてい

ることを示しておく。

・M. pilicornisは，オスに基づいて記載されており，

のちにタイプ標本を検鏡した Binghamは，標本の

種が丘部のある腹柄節をもつことなどから，シワア

リ属（Tetramorium）の種であることを示唆した 11）。

・M. graminicolaはヨーロッパに広く生息し，触角

柄節の基部が，扁平でやや屈曲するという形態的な

特徴をもつ。Zhouらは，本種が中国にも生息すると

したが 12），上記の特徴を示さず，検索表でもアジア

に生息する種で多くみられる形質を用いていること

から，別種の可能性がある。

対象地域は，Figure 2に示す本属の分布のうち，

ヨーロッパ，北米，オーストラリアを除くアジア

地域全域とした。この地域は，動物地理区の旧北

区およびオーストラリア区の一部，東洋区から構

成される。本研究では，この範囲を Lincolnらが示

した亜区（subregion）41），および海で隔てられて

いる主要な島単位で次の 12区域（subdivision）に

細分し，ローマ数字 I～ XIIで示した：I，東アジ

ア亜区（Manchurian subregion）；II，インド亜区

（Indian subregion）；III，スリランカ亜区（Ceylonese 

subregion）；IV，インドシナ亜区（Indo-Chinese 

subregion）；V， マ レ ー 半 島 南 部（S. Malay 

Peninsula）；VI，ボルネオ（Borneo）；VII，スマト

ラ（Sumatra）；VIII，ジャワ（Java）；IX，フィリ

ピン（the Philippines）；X，スラウェシ（Sulawesi）；

XI，ニューギニア（New Guinea）；XII，ポリネシTable 1  List of described species of the genus Myrmecina.

　* subspecies
　Asian species indicated by the Gothic type and the boldface.

 Figure 2  Distribution of Myrmecina.

Figure 3  Subdivisions of the target area.
Thick solid lines are indicated the border of the zoogeographical regions.
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ア亜区（Polynesian subregion）。各区域の位置は，

Figure 3に示す。

今回，Jaccardの共通係数 (coefficient of community: 

CC)42）を用いて区域間の類似性を比較した。計算式

を下に示す。

Jaccardの共通係数

　　　ＣＣ＝ｃ／（ａ＋ｂ－ｃ）　　0≦ＣＣ≦ 1

　　　　（a, bは両区域の種数，cは共通種数）

CCの値が 1に近いほど，二地域間の生物相は類

似度が高いと判断される。この値から単純連結法 43）

（高い値から順に連結する方法）によるクラスター分

析を行った。

結果および考察

Jaccardの共通係数を算出した結果を Table 2に

示す。この表の各枠内で，上が共通係数の値，下が

交差する 2区域間の共通種数を表している。ローマ

数字に続く括弧内の数字は，各区域に生息する種数

を示している。

66の組み合わせのうち，53組では共通種がいな

かった。最も高い値は，マレー半島南部－ボルネオ

間であった（CC＝ 0.36）。これに続く値も 0.30，0.28

など，全体的に低い値となっている。これらのこと

から，アジア地域に生息するカドフシアリ属の種・

亜種は，各地域における固有性が高く，アジアでの

本属の種は限られた分布をもつものが多いことを示

している。

共通係数の値を単純連結法で分岐図にしたものを

Figure 4に示す。この結果から，マレー半島南部（V），

ボルネオ（VI），スマトラ（VII）とジャワ（VIII）

が比較的まとまったクラスターを形成している。こ

れらの地域はスンダランドと呼ばれ 44），アジア大陸

の大陸棚にあたる。スンダランドは，最終氷期に地

続きになっていることから，ヤママユガ科 45），カエ

ル類 46），ヘビ類 46）など，他の昆虫，陸生動物でも多

くの共通種がみられる。

次に，スンダランドの各区域とクラスターを形成

したのは，スラウェシで（X）あった。共通係数の

値は低いものの，オーストラリア区のスラウェシが，

東洋区のスンダランドとクラスターを形成したのは，

スラウェシ西部がボルネオ東部と白亜紀後期に繋が

り，暁新世の一時期及び始新世の始めの間，おそら

く同じ陸域を形成していたという地史が影響してい

ると思われる 47）。カドフシアリ属の分布には，この

ようなアジア地域の地史が関連していると推察され

る。

一方，同じ東洋区であり，スンダランドと地続き

であるインドシナ亜区（IV）は，スンダランドの各

区域との類似性が低く，ジャワ－スラウェシ間の値

より小さかった。インドシナ亜区とマレー半島南部

の境界であるクラ地峡は，亜熱帯気候と熱帯気候と

の境目でもあることから，このような環境の違いが，

本属の分布に影響している可能性がある。

以上のことから，アジア地域におけるカドフシア

リ属の分布は，これまでの地史と現在の気候を反映

したものになっていると示唆される。

インド亜区（II），スリランカ亜区（III），ポリネ

シア亜区（XII）では，他の区域との共通種が全くみ

られなかった。これらの区域では，調査精度が低い

ことがデータに影響している。これらの区域でも調

査が進むことで，本属のより詳細な分布特性が明ら

かになると考えられる。

Table 2  Similarity indexes among twelve areas.

 The matrix shows the values where species/subspecies are treated as 
OTUs. The Roman numerals show the subdivisions of area as in Fig.2. The 
figures in parenthesis shows the no. of species/subspecies including 48 
undescribed species.
* Number of the species/subspecies common to both areas.
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